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序
滝・鐘鋳場 1号墳は、工野市滝の丘陵上に所在 した古墳です。当該地において土砂

採取工事が実施されることになったため、関係機関による慎重な協議が行われました

が、やむなく発掘調査を実施 し、記録保存をすることになりました。

調査の結果、古墳時代前期の小竪穴式石室を埋葬主体 とする方墳であることが判明

し、ここにささやかではありますが、その調査報告書を作成いたしました。多くの方

々に御利用いただければ幸甚です。

最後になりましたが、調査にあたり御理解と協力をいただいた地権者の三輪勝重氏、

工事者の有限会社ヨナカ建材、および関係者各位に対 し厚 くお礼を申し上げます。

平成元年 3月 滝古墳群緊急発掘調査委員会

委員長  広 畑 年表 衛
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例 日

「滝・鐘鋳場 1号墳」の発掘調査報告書 で1.本書は玉野市滝1216番地ほかに所在 した

ある。

2.発掘調査は「滝古墳群緊急発掘調査委員会」が実施 し、調査期間は昭和63年 10月 11

日か ら15日 までである。

3.本書の作成は岡山県古代吉備文化財センター職員平井泰男が行った。

4.本書に用いた図の方位は、 1, 2が真北、 3, 4が磁北である。 また、 レベル原点

は任意であ り、古墳位置の海抜高は約55mである。

5,図 1は建設省国土地理院発行の 50000分 の 1地形図 (玉野)を複製 した ものである。

6.古墳の名称に用いた「鐘鋳場」 という地名については、従来「金鋳場のシス ト」な

どと表記 されているが、(『玉野の文化財』,『玉野市史』 )、 調査・検討の結果土地台

帳 に基づ き「鐘鋳場」 と表記することにした。



の経緯 と
昭和63年夏、工野市滝の丘陵の一部において土砂採取工事が計画された。工事予定

地内には周知の古墳が存在 しているため、工野市教育委員会は、地権者に対 し、文化

財保護法第57条の 2第 1項の規定に基づ く埋蔵文化財発掘の届出を提出する様指示 し

た。埋蔵文化財発掘の届出は、昭和63年 9月 1日 付けで地権者から提出された。この

届出に関して岡山県教育委員会は、地権者に対 し、工事着手前に発掘調査を実施する

こと、および調査の結果重要な遺構等が発見された場合は、その保存等について別途

協議する旨を通知 した。

この通知に基づ く関係機関による協議の結果、発掘調査が実施されることになった。

発掘調査は「滝古墳群緊急発掘調査委員会」を設置 して実施することになり、昭和63

年 9月 8日 付けで文化財保護法第57条第 1項の規定にもとづ く埋蔵文化財発掘調査の

届出が提出された。

発掘調査は、岡山県古代吉備文化財センター職員平井泰男が担当して、昭和63年 10

月11日 から15日 までのうち4日 間実施 し、地形測量、主体部の検出 。実測、墳丘測量、

墳丘断面図の作成および写真撮影等を行った。現地での調査にあたっては文化財セン

ター職員宇垣匡雅、内藤善史の協力を得た。
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II   調
(1)位置 と環境

査 結 果

滝 。鐘鋳場 1号墳は玉野市滝1216番地ほかに所在する。

玉野市は岡山県の南端部の児島半島に位置し、北は旧児島湾が広がり南は瀬戸内海

をへだてて香川県高松市と相対 している。

玉野市内には約80ヶ 所の遺跡が知られている。これらのなかでは先土器時代のナイ

フ形石器の採集された「宮田山遺跡」、縄文時代早期の押型文土器が出土する「波張崎

遺跡」、弥生時代後期から古墳時代前半の集落跡である「深山遺跡」、古墳時代および平

安～鎌倉時代の製塩炉が発見された「沖須賀遺跡」などの重要な遺跡が調査、報告さ

れている。

滝・鐘鋳場 1号墳は玉野市の西端部に位置し、北東部には荘内の平野を望む小規模

な舌状丘陵上に所在する。この舌状丘陵

上には、 1号墳の南に 2基の古墳 (1基

は箱式石棺 を内部主体 とする)の存在が

知 られてお り、北方約 300mの 滝・先祖

山の丘陵先端部にも竪穴式石室をもつ古

墳 (前方後円墳の可能性 もある)や箱式

石構 をもつ古墳が所在 している。 また、

荘内平野をはさんで滝 と相対す る長尾の

丘陵上 にも箱式石構 を内部主体 とする小

古墳の存在が知 られている。 さらに荘内

平野の周囲の丘陵斜面か らは、弥生土器、

土師器や石器などが採集 されてお り、集

落跡の存在が想定で きる。 ▲図 1 古墳位置図(1/50000)

▼図 2 古墳周辺地形図(1/5000)
(中央黒印が古墳の位置)▼古墳遠景 (中 央工事部分頂上が古墳の位置)(北東から)



(2)立地 と墳丘

古墳は南東にのびる舌状丘陵上に立地する。尾根幅は約10mと 狭 く、標高約55mの

地点に古墳は築かれている。古墳か らは、北東部に荘内の平野を望むことがで きる。

墳丘については、この丘陵が粗粒花聞岩で形成されているため崩壊が著 しく、 また

調査前に南約半分が一部削平 されてお り、本来の形状 を把握することは困難であった。

調査の結果、墳丘断面図の観察 (図 3)か ら西南部でわずかに盛上が残存 してお り、

地山成形 とわずかな盛土によって墳丘が形成 されていた もの と考えられる。

墳形については、墳丘がほとんど残存 しておらず、 また周溝 も認め られなかったた

め明確ではないが、地形浪1量の結果か ら約 8× 10mの方墳ではないか と考えられる。

1.黒褐色土 (表土層 ) 2.灰黄色マサ土 (盛土 )

図3 墳丘測量図、墳丘断面図(1/150)



(3)埋葬施設

埋葬施設は、古墳のほぼ中央部に小形の竪穴式石室が 1基のみ存在 した。石室の主

軸は墳丘長辺に平行する。

この竪穴式石室は、調査前の段階ですでに天丼石は除去され、側壁の一部および南

東側の小日部分も壊されていた。

竪穴式石室は、まず長さ約340cm、 幅約120cm、 深さ約40cmの 上損を掘 り、その内部

に構築されていた。石室の側壁についてはおもに最下段が残存 しており、基本的には

厚さ約10cmに そろえた板石を、側面をそろえて横に並べている。南東隅では同様の板

石が 2段残っており、側壁は本来 2段積みでつ くられていたものと考えられる。小日

は北西側のみが残存していた。大きく2段からなり、下段にはほぼ小日幅に厚さ約10

cmで長さ約50cmの 石を立てて据えている。上段には10～ 20cmの 礫を並べている。また、

裏込めの礫も認められた。底面に石が敷かれていたかどうかは盗掘のため不明である。

蓋石については、周辺に散乱 しており、厚さ10cm前後の板石を4～ 5枚用いて蓋をし

ていたものと思われる。石室の石材については鑑定を実施 していないが、周辺に産出

する石である。

残存する石室の規模は、内法で長さ約270cm(推定)、 幅約60cm、 深さ約30cm(推定)

を浪1る 。

内部から遺物は全 く出土 しなかったが、かつて人骨が出土 したという伝えがある。

Ш008-

図4 堅穴式石室平・断面図(1/40)



III

滝・鐘鋳場 1号墳は、調査の結果、南東にのびる小さな舌状丘陵上につ くられた小

規模の方墳 (約 8× 10m)で、墳丘は地山成形とわずかな盛土によって形成されてい

ること、および埋葬施設は中央部に小形の竪穴式石室が 1基のみ設けられていること

が明らかになった。

ところで、当古墳の時期、性格については、出土遺物が無いため明らかではないが、

古墳の立地、形態や埋葬施設から者千の考察を行ってみたい。

第 1に、立地、形態については、当古墳と同 じように、小さな尾根の稜線上に小規

模の古墳が継起的に築造されている例が岡山県内には多く知られているが、発掘調査

が行わわれ実態の判明したものは少ない。調査例のうち、「四辻古墳群」 (山 陽町)や

「殿山古墳群」(総社市)、 「岩井山古墳群」(御津町)、 「横見墳墓群」(新見市)、 「竹田墳

墓群」(鏡野町)な どから明らかになった特徴は、いずれも約15m以下の小規模な方墳

あるいは円墳で、地山成形とわずかな盛土で墳丘が形成されているものが多く、埋葬

施設は箱式石棺が多いものの、箱式木棺や木棺粘土オ郭、小形竪穴式石室など多様で、

同一墳丘内に複数の埋葬施設をもつ例が多いこと。また、副葬品を伴うものはtllし て

少ないが、鏡や鉄器、玉類を少量出土する例があり、時期は、弥生時代末から古墳時

代前期にわたって継続的に築造されるものと、古墳時代前期に新たに築造され始め、

古式須恵器の段階まで継続するものとがあることなどである。

第 2に、当古墳の埋葬施設である小形の竪穴式石室については、長さが約 3m以下

の小竪穴式石室が弥生時代末から古墳時代前期の墳丘墓や小古墳、あるいは古墳時代

後期の古墳の一部に認められるが、当古墳と同一形式の調査例は知られていない。当

古墳の竪穴式石室は、その形態から、やや規模が大きいものの箱式石棺を意識 してつ

くられたものと考えられる。当古墳を含め 3基からなる滝古墳群の 1基に箱式石構を

埋葬施設とするものがあり、「殿山古墳群」や「横見墳墓群」に存在する小竪穴式石室の

様に、多様な埋葬施設が共存する時期における 1つ の形態と考えられる。ただし、両

遺跡では、小竪穴式石室は箱式石棺や木棺などと共に同一墳丘内に設けられているの

に対 し、当古墳では墳丘中央部に 1基のみつ くられていることが異なっており、この

ことは被葬者の性格あるいは地域性 とも考えられるが現状では明らかにすることはで

きない。

以上、当古墳の立地、墳形、規模、埋葬施設を先述 した諸遺跡の類例 と比較 して考

えて、古墳の時期は、古墳時代前期で 4～ 5世紀と考えておきたい。

また、荘内の平野をのぞむ丘陵上には、当古墳群の他に、滝 。先祖山や長尾・鴻巣

山などにも箱式石棺をもつ小古墳群の存在が知られている。これらは、荘内の平野を

基盤 として生活を首んでいた古墳時代前期の「氏族の成員」たちの墳墓と考えてよい

であろう。

とま



注

(注 1)西 川 宏 ・ 杉 野 文 ― 「岡 山 県玉 野 市 宮 田 山西 地 点 の 石 器 」『古代 吉 備 』 3号  1959年
(注 2)平 井 勝 『工 野 市 波 張 崎 遺 跡 確 認 調 査 報 告 』 玉 野 市 教 育 委 員会  1980年
(注 3)門 壁 忠 彦 「工 野 市 田井 深 山遺 跡 」『倉敷 考 苦 館 研 究 集 報 』 第 6号 1969年
(注 4)福 HlJi継 『沖 須 資遺 跡 』 玉 野 市 教 育 委 員会  1981年
(注 5)神 原英 朗 ほ か 『四辻 土 llg基遺 跡 。四辻 古 壌 群 』 山 陽 町 教 育 委 員会  1973年
(注 6)平 井 勝 『殿 山遺 跡・ 殿 山古 墳 群 』 岡 山県 教 育 委 員会  1982年
(注 7)神 原 英 朗 ほ か 『舟 井 山 占墳 群 』 御 津 町 教 育 委 員会  1976年
(注 8)下 澤 公 明 「横 見墳 墓 群 」『岡 山県 埋蔵 文 化 財 発掘 調 査 報 告 15』  岡 山 県教 育 委 員 会

1977年

(浦19)今 井 尭 ほか 『竹 田墳 墓群 』 鏡 野 町 教 育 委 員会  1984年
(注10)こ れ らの 他 に古 墳 群 の 一 部 が調 査 され た遺 跡 と して「 陣場 山遺 跡 群 」ば)や「法 蓮 古

墳 君羊」 (口 )があ る。

ば)福 田正 継 「陣場 山遺 跡 群 」『同 山 県 史』 第 18巻 考 古 資 料  1986年
(口滞寸比幸雄 『法 蓮古 墳 群 』 総 社 市 教 育 委 員会  1985年

(注 H)近 藤 義 郎 「 第 9章部 族 の構 成 」『前 方 後 円墳 の 時代 』 1983年
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